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八 鹿青 渓
貫 徹 慎 独 創 造

学校教育目標「ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成」

夏の暑さも本格的になってきましたが、
本校では自然の暑さ以上の熱い学校生活が
繰り広げられています。先週は今年度第1回
6年生登校、但馬中学校総合体育大会・吹奏
楽コンクールの壮行会を行いました。壮行
会では八鹿青渓中校区の６年生と本校全生
徒が一堂に会しました。各部決意表明、吹奏楽部による応援演奏を行い、厳かながら盛大
な会となりました。大会に出場できることへの感謝の言葉も、生徒会長をはじめ、多くの
代表生徒から聞かれ、心のこもった素晴らしい壮行会となりました。ぜひこの壮行会、晴
れ舞台を保護者の方々にも見ていただきたいと、心より思いました。
そして週末には但馬中学校総合体育大会バスケットボール大会、ソフトテニス大会、ソ

フトボール大会、野球大会と本校生徒が但馬各地で躍動しました。３年生にとっての最後
の大会で全国大会につながる大会です。最後まで勝利し引退できるのは、各種目全国で１
校だけです。３年生は99％負けて引退します。その最後の負けをどう迎えどう受け止め
るかがとても大切です。どんな終わり方をするかが大切です。全力で部活動に取り組み、
本当に悔しい負けを体験する、そしてそこから自分たちや自分にまだ足りないものに目を
向けて、次のステージでの勝ち（成長）に結びつけてほしいと願っています。
月曜日(11日)、先日の大会ですでに引退した3年生が突然校長室に来ました。大会を終

えての感想や応援に対する感謝の言葉をわざわざ話しに来てくれたのです。そこには、次
のステージでの勝ちを予感する清々しい3年生の姿がありました。夏休み前の今、「熱い
八鹿青渓中｣は着実に歩みを進めています。

６月24日(金)５･６校時。2年生は多くの保護者の
皆さまや指導ボランティアの方々、１年生を前にし

て｢トライやる発表会｣を行いました。各班別にパワーポイントや実際に活動の様子を演
じるなど工夫を凝らして、各事業所での活動の様子と活動で学んだことを発表しました。
生徒が司会・進行する中、どの班も堂々と素晴らしい発表でした。お世話になった事業
所の方々、保護者の方々に、体験活動の成果を少しお見せすることができました。

【生徒感想】
○仕事をするということは、楽しさもあるということ。仕事
をするうえでは人とコミュニケーションをとることが大切。
○一人一人の仕事の責任や、人との協力、コミュニケーショ
ンの大切さについて学び、この大切なことをこれから頑張り

たいと思います。
○常日頃から人のために動いているということを学んだので
自分も人の役に立てるようがんばりたい。

○もっと深く自分の将来について考えていきたいと思った。
主にパワーポイン トを使って発表

但馬総体1日目 :男子バスケットボール部
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兵庫県の県立高等学校では、中学生やその保護者向けに、「オープン・ハイスクール」
「体験入学」などのイベントが多く開催されています。「オープン・ハイスクール」は学
校を開放することにより、中学生やその保護者等がその教育内容について理解を深めると
ともに、中学生自身が自ら学びたい学校を選択するために、進路に対する目的意識の高揚
や学習意欲の向上を図ることを目的としています。さらに、学校の雰囲気や、先輩や先生
の様子などを実際に自分の目で見て、肌で感じることができるので、本校でも3年生には
積極的な参加を呼びかけています。
この夏休み期間中にも各県立高等学校で「オープン・ハイスクール」が計画されており、

多くの3年生が参加します。また、高等専門学校や私立高等学校でも同じように計画され
ています。詳しくは各校や兵庫県教育委員会のWebサイトでご確認ください。なお、下
記の表は但馬各地の県立高等学校の学科と所在地を示したものです。参考にしてください。

※上記の表は但馬地区県立学校長会資料より抜粋


